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製造業部会特集

新たな付加価値創出と社会課題の
解決を目指す企業の在り方
2022 駿府秋のわくわく祭





※「Sing」は、静岡のS、現在進行形ingを組み合わせ、商工会議所が前進し、
　明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。
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製造業部会特集

新たな付加価値創出と
社会課題の解決を目指す
産業の在り方
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10 月祝
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13 木

14 金
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16 日

17 月

18 火
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20 木

21 金

22 土

23 日
24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日
月31

5 水

木6

【注】新型コロナウイルス感染拡大防止のため、変更となる場合があります。
※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

・安倍の市／日タイ友好長政まつり（静岡浅間通り商店街）
・清水エスパルスｖｓジュビロ磐田（アイスタ）

・ＩＴなんでも相談窓口（静）

・ＩＴなんでも相談窓口（静）

・静岡商工会議所ビジネススクール⑭「すぐに役立つ！行動経済学」（静）

・第49回福祉住環境コーディネーター検定試験申込受付開始
　（～10/17 ＊施行日11/11～28 ： ネット試験）
・第44回BATIC〈国際会計〉検定試験申込受付開始
　（～10/17 ＊施行日11/11～28 ： ネット試験）
・第33回環境社会〈eco検定〉検定試験申込受付開始
　（～10/17 ＊施行日11/11～28 ： ネット試験）
・どうするインボイス？手遅れになる前のインボイスセミナー（静）
・マル経資金説明相談会（静・清）　・・県信用保証協会経営相談会（静）
・デザイン相談会（静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター）

・第162回日商簿記検定試験「個人」申込受付開始
　（～10/17 ＊施行日11/20） ★インターネット申込のみ
・ＩＴなんでも相談窓口（静）　・　・事業承継なんでも相談会（静） 

・創業ステップアップ講座②（清）

・駿府秋のわくわく祭 最終日（9/23～）
・中部横断自動車道でつながる交流フェア 最終日（9/23～）

・マル経資金説明相談会（静・清）　・・WEB活用・情報化相談会（静）
・ＩＴなんでも相談窓口（静）　
・WEB活用・情報化相談会&ミニセミナー（清）　・・創業支援相談会（清）
・高校生キャリア形成支援授業（城南静岡高校）

・大河ドラマ「どうする家康」番組ロゴの商用使用に係る説明会（静）
・オンライン法律相談会（静）　・・ＩＴなんでも相談窓口（静）
・税務相談会（静）　・・ＩＴなんでも相談窓口（静）　
・事業承継なんでも相談会（静）

・創業ステップアップ講座③（清）　・・家康公検定2022（静）
・徳川みらい学会 第４回講演会：10thシンポジウム（静岡市民文化会館）
・七間町青空市（七間町名店街）　

・第31回ビジネス会計検定試験（静）　
・第22回清水港興津フェア（興津国際流通センター周辺）

・許認可・著作権相談会（静）　・・ＩＴなんでも相談窓口（静）
・第138回常議員会（清）　・・税務相談会（清）
・静岡商工会議所ビジネススクール⑮「傾聴力とコーチングセミナー」（静）

・マル経資金説明相談会（静・清）　・・司法書士相談会（静）　　　
・ＩＴなんでも相談窓口（静）　・・公庫融資相談会（清）　
・労務・特許相談会（清）
・デザイン相談会（静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター）
・大学生キャリア授業（常葉大学）

・公庫融資相談会（静）　・・ＩＴなんでも相談窓口（静）

・第53回カラーコーディネーター検定試験（～11/7 ネット試験施行期間）
・第52回ビジネス実務法務検定試験（～11/7 ネット試験施行期間）
・第16回ビジネスマネジャー検定試験（～11/7 ネット試験施行期間）
・コロナ禍でも売上拡大するための営業戦略セミナー（オンライン・静）
・ＩＴなんでも相談窓口（静）　・　・事業承継なんでも相談会（静）
・労務相談会（静）　・・大学生キャリア授業（静岡英和学院大学）

・静岡経営塾③（ホテルクエスト清水）
・駿府秋のわくわく祭 大抽選会（JR静岡駅北口地下広場「しずチカ」、他）

・第226回日商珠算・暗算検定試験、第136回段位認定試験（静・清）

・ＩＴなんでも相談窓口（静）

・ＩＴなんでも相談窓口（静） ・・WEB活用・情報化相談会（清）
・法律相談会（清） ・・事業承継なんでも相談会（清）

・第140回産学官交流講演会（静岡理工科大学）　
・発明・特許相談会（静）

・臨時議員総会、第139回常議員会・第70回議員懇談会（静）
・オンライン法律相談会（静）

・第226回日商珠算・暗算検定試験合格発表
・税務相談会（静）　・　・事業承継なんでも相談会（静）

・創業ステップアップ講座④（清）
・紺屋町クラフト市（～30日 紺屋町名店街）
・清水エスパルスｖｓ鹿島アントラーズ（アイスタ）

・ＩＴなんでも相談窓口（静）

02

12 会議所トピックス
2022 駿府秋のわくわく祭のご案内

11 歴史マンガ
静岡商工会議所 初代会頭 小林年保⑦

『群書治要』全47巻　江戸時代（17世紀前半）　静岡市所蔵

14 東京からこんにちは
「薬・医・工」連携の国際学会を

15 しずおか味な店
ヌードルキッチン テラコスタ

13 わが社自慢の商品・サービス紹介コーナー

16 今月のコラム
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今月の表紙 駿河版『群書治要』

この書物は、日本で初めての
銅活字による印刷本です。『群
書治要』とは中国・唐の時代に、
政治の手本にすべきことを多
くの古典から抜き出してまと
めたものです。早くから日本に
もたらされ、天下泰平の世を
築こうとした徳川家康の愛読

書になっていました。家康は、この本を広めるため、元和２（1616）年
に以心崇伝と林羅山に命じ、新たに作らせた銅活字を用いて駿府城
内で印刷をしたことから、駿河版と呼ばれます。現存する駿河版『群
書治要』は20部ほどしか知られていません。この時の銅活字は、現在
東京の印刷博物館にあり、国の重要文化財に指定されています。
家康は完成を見ずに亡くなりましたが、天下を治めるために学問を学
び、それを広めようとした政治家としての姿勢がよくわかります。

静岡市歴史博物館 館長

中村 羊一郎 氏
なかむら よういちろう

この書物は
銅活字によ
書治要』と
政治の手本
くの古典か
めたもので
もたらされ
築こうとし

書になっていました。家康は、この本を広めるため
に以心崇伝と林羅山に命じ、新たに作らせた銅活
内で印刷をしたことから 駿河版と呼ばれます。現

静岡市大河ドラマ「どうする家康」
活用推進協議会
“オリジナルロゴマーク”について
静岡市大河ドラマ「どうする家康」活用推進協

議会では、徳川家康公が好んだものと言われている「一富士、二鷹、三茄
子」と葵の御紋を組み合わせた“オリジナルロゴマーク”を制作しました。
同大河ドラマの来年１月放送を契機に全国から静岡市へ観光客を呼
び込み、地域経済の活性化を図ることを目的に、様々な事業や活動の
場面で掲げ、家康公と最もゆかりの深い都市であることのアピールや本
市の魅力発信に活用するものです。
なお、このロゴマークは、地元事業者の土産物等の販促につなげるため、
申請をすれば無料で使用（許可届出制）することができます。

ぐん しょ ち  よう
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静
岡
商
工
会
議
所
製
造
業
部
会（
部
会
員
数
：
約
１
，６
０
０
社
）で
は
、

も
の
づ
く
り・エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
基
盤
強
化
と
次
世
代
を
担
う
新
産
業
創

出
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

近
年
の
世
界
的
な
製
造
業
を
取
り
巻
く
動
き
と
し
て
、ド
イ
ツ
の
”イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
４
．０”

、フ
ラ
ン
ス
の
”未
来
の
産
業（
Ｉｎ
ｄｕｓ
ｔｒ
ｉｅ
ｄｕ
Ｆ

ｕ
ｔｕｒ
）

”

、中
国
の“

中
国
製
造
２
０
２
５”

な
ど
、世
界
の
主
要
各
国
が
第

四
次
産
業
革
命
へ
の
対
応
を
進
め
て
い
る
中
、日
本
は
目
指
す
べ
き
社
会
の

姿
と
し
て
”Ｓｏｃ
ｉｅ
ｔｙ

５
．０”

を
掲
げ
、わ
が
国
の
産
業
が
目
指
す
べ
き

姿
と
し
て
”Ｃｏｎｎｅｃ
ｔｅ
ｄ
Ｉｎ
ｄｕｓ
ｔｒ
ｉｅｓ（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
ズ
）

”

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
提
唱
し
、世
界
に
向
け
て
発
信
し
ま
し
た
。

”Ｃｏｎｎｅｃ
ｔｅ
ｄ
Ｉｎ
ｄｕｓ
ｔｒ
ｉｅｓ”

と
は
、デ
ー
タ
を
介
し
て
機

械
、技
術
、人
な
ど
様
々
な
も
の
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、新
た
な
付
加
価
値
創

出
と
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す
産
業
の
在
り
方
で
す
。こ
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
具
体
化
す
る
上
で
カ
ギ
と
な
る
の
は
、Ｉｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
背
景
を
踏
ま
え
、今
回
の
当
製
造
業
部
会
特
集
で
は
、静
岡
県

立
大
学
の
六
井
氏
よ
り「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
、Ａ
Ｉ
技
術
の
進
歩
や
今
後
を
取

り
巻
く
環
境
」に
つ
い
て
、同
志
社
大
学
の
青
山
氏
よ
り「
自
動
車
部
品

産
業
の
Ｄ
Ｘ
推
進
状
況
」に
つ
い
て
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。皆
様
の
ご

参
考
と
な
り
、各
種
お
取
り
組
み
への
契
機
と
な
り
ま
し
た
ら
幸
甚
で
す
。

㈱
小
糸
製
作
所

常
勤
監
査
役

（
新
産
業
開
発
振
興
機
構
副
理
事
長
）

榊
原
公
一

製
造
業
部
会
部
会
長
ご
あ
い
さ
つ

製造業部会特集特集製造業部会特

新たな付加価値創出と
社会課題の解決を目指す
産業の在り方

静
岡
商

の
づ
く
り

も
を
進
め
て

出
近
年
の
世

ス
ト
ダ
ス
リ
ー

ｔｕｒ

ｕ
ｔ

）

”

、

次
産
業

四
次と

し

姿

て
”

と
し
て

姿

”

ー
ズ

リ
ー
）

”

と

”Ｃｏｎｎ

、技
術
、

械
と
社
会

出
具
体
化

を
新
の
デ
ジ

最
こ
れ
ら
の

大
学
の
六

立
巻
く
環

り
業
の
Ｄ

産
考
と
な
り

参 製
造
業

製

コロナ禍の影響で、製造業は不確実性にさらされることを余儀なくされています。経済産業省からも
「新型コロナウイルス感染症の拡大以外にも、多くの外的要因がわが国製造業の事業判断に影響を
及ぼすものと考えられており、かつ、これらは事前に発生や変化を想定することが難しい」（引用：もの
づくり白書2021）と言及されており、顧客や社会のニーズが日々変動していることが大きな要因です。
　このような社会背景も後押しとなり、製造業におけるＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）推進
の重要性は高まりを見せています。
当製造業部会においては、本年３月に「ＤＸ導入研究会」を設立いたしました。中小製造事業者等

の作業現場や事務作業において、デジタル化がほとんど進展していない状況の中、企業の生産性
向上等のためにＤＸ導入を支援していくことを目的としています。
　今後も引き続き当研究会の他、様々な事業を積極的に取り組んでまいります。
今回の製造業部会特集では、「新たな付加価値創出と社会課題の解決を目指す産業の在り方」

について、専門家の先生方にご執筆いただきました。



Sing 2022 OCTOBER3

２
０
１
９
年
末
に
発
生
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
１９

に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、我
々
の
生
活
を
一
変

さ
せ
、経
済・産
業
構
造
そ
の
も
の
を
大
き
く

変
革
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。特
に

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
は
、目
を
見
張
る
も
の

が
あ
り
、日
本
人
の
気
質
と
し
て
、職
場
で
仕
事

を
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
風
潮
が
強
制
的
に

変
革
さ
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
。働
き
方
に
つい
て

は
、向
こ
う
10
年
一
気
に
Ｉ
Ｔ
化
し
た
と
言
って

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
気
づ
き
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か
っ
た
Ｉ
Ｔ
化
の
恩
恵
を
実
感
す
る
出
来
事

で
す
。２
０
２
０
年
の
段
階
で
、日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

普
及
率
は
50
％
未
満
と
欧
米
や
中
国
に
大
き

く
溝
を
開
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の

恩
恵
と
必
要
性
を
奇
し
く
も
強
く
認
識
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
り
、通
勤
と

い
う
概
念
が
必
然
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た

人
々
、特
に
若
者
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
労
働
と

製造業部会特集

は
じ
め
に

２
に
よ

さ
せ

変
革

リ
モ

が
あ

を
す

変
革

は
、向

も
過

難
か

で
す

普
及

く
溝

恩
恵

こ
と
と

リ
い
う

人
々
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新たな付加価値創出と社会課題の解決を目指す産業の在り方

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
、

Ａ
Ｉ
技
術
の
進
歩
や

今
後
を
取
り
巻
く
環
境

１
９
９
６
年
、信
州
大
学
理
学
部
数
学
科
卒
業
、２
０
０
３

年
、北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
情
報
科
学
研
究
科

博
士
課
程
修
了
。博
士（
情
報
科
学
）。専
門
分
野
は
人
工

知
能
、機
械
学
習
、知
能
情
報
処
理
、他
。島
根
大
学
総
合
理

工
学
部
助
手・講
師
等
を
経
て
、２
０
１
８
年
、静
岡
県
立
大

学
経
営
情
報
学
部
准
教
授
、２
０
２
１
年
、同
教
授
。49
歳
。

静
岡
県
立
大
学　

経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科
教
授

経
営
情
報
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科

教
授（
兼
務
）

ろ
く

い

じ
ゅ
ん

六
井
淳
氏

い
う
も
の
に
対
す
る
考
え
方
が
自
由
に
な
っ
て

い
ま
す
。少
子
化
の
影
響
も
あ
り
、労
働
力
不

足
を
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）や
外
国
人
労
働
者
が

補
わ
ざ
る
を
得
な
い
未
来
が
目
前
に
迫
っ
て
い

ま
す
。優
秀
で
技
術
の
あ
る
日
本
人
の
若
い
労

働
層
は
、よ
り
高
い
サ
ラ
リ
ー
を
求
め
て
海
外

企
業
へ
と
流
れ
て
い
き
ま
す
。現
状
で
は
、国
内

で
の
移
動
に
留
ま
って
い
ま
す
が
、こ
れ
は
言
語

に
因
る
部
分
が
大
き
い
か
ら
で
す
。Ａ
Ｉ
技
術
の

進
歩
に
よ
り
、数
年
程
度
で
機
械
翻
訳
の
レ
ベル

は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
す
。多
言
語
を
簡
単

か
つ
正
確
に
翻
訳
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョン
が
傍

ら
に
あ
れ
ば
、苦
労
な
く
自
由
な
翻
訳
が
可
能

に
な
り
ま
す
。結
果
、こ
れ
ま
で
言
語
障
壁
に

よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
た
問
題
は
ク
リ
ア
さ
れ
、

日
本
に
居
な
が
ら
海
外
か
ら
の
仕
事
を
請
け
負

う
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
時
代
が
到
来
す
る
で
し
ょ
う
。

無
論
、す
べ
て
の
日
本
人
の
労
働
者
が
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
化
す
る
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
Ｉ
化
の
恩
恵
は
第
一次
産
業
と
第
二
次
産
業

への
効
果
が
大
き
く
、労
働
生
産
性
は
40
％
以
上

向
上
す
る
と
の
試
算
も
あ
り
ま
す
。と
こ
ろ
が
、

こ
れ
ま
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
代
表
格
で
あ
っ
た

中
間
所
得
層
は
多
く
の
仕
事
を
Ａ
Ｉ
に
奪
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。中
間
所
得
層
は
大
幅
に

縮
小
し
、そ
の
多
く
が
低
所
得
層
へ
と
シ
フ
ト

し
ま
す
。こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
諸
国
、南
米
諸
国
の

多
く
の
労
働
者
が
出
稼
ぎ
に
日
本
に
来
て
い
ま

し
た
が
、こ
の
状
況
は
近
い
将
来
、逆
転
し
ま
す
。

新
興
国
で
仕
事
を
す
る
ほ
う
が
日
本
国
内
で

仕
事
を
す
る
よ
り
も
よ
ほ
ど
割
が
良
い
か
ら
で

す
。特
に
、製
造
業
中
心
の
静
岡
県
は
県
内
総

生
産
の
低
下
率
が
他
県
と
比
べ
て
高
く
、今
後
、

保
健
衛
生
事
業
や
専
門
科
学
技
術
以
外
の

産
業
発
展
は
見
込
め
ま
せ
ん
。つ
ま
り
、新
た
な

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
し
、企
業
内
部
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョン
を
創
出
す
る
以
外
に
は
生
き
残
り
は

難
し
い
。Ａ
Ｉ
と
反
目
す
る
時
間
は
な
く
、Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
経
営
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ
技
術
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、機
械
翻

訳
や
商
品
推
薦
な
ど
の
身
近
な
も
の
か
ら
、収

支
予
測
や
事
務
処
理
自
動
化
ま
で
幅
広
く
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。計
算
機
の
計
算
速
度
と
Ａ
Ｉ

の
進
歩
は
付
随
し
た
関
係
に
あ
り
、今
後
20
年

程
度
に
お
け
る
量
子
計
算
機
な
ど
の
汎
用
化

に
伴
い
Ａ
Ｉ
は
人
類
の
知
能
を
超
え
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
経
営
に
当
て
は
め
て

考
え
て
み
る
と
分
か
り
や
す
い
。多
種
多
様
な

無
数
の
経
営
戦
略
を
学
習
し
蓄
積
し
た
経
営

者
と
し
て
の
Ａ
Ｉ
と
天
才
経
営
者
が
対
峙
す
れ

ば
、ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
最
初

は
、天
才
経
営
者
に
分
が
あ
る
が
、し
ば
ら
く
対

峙
す
る
う
ち
に
Ａ
Ｉ
が
相
手
を
学
習
し
、す
ぐ

に
天
才
経
営
者
を
凌
駕
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｉ
の
進
化
と
恩
恵
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企
業
の
規
模
に
関
係
な
く
、Ａ
Ｉ
導
入
を
推

進
す
る
部
署
あ
る
い
は
人
材
を
集
め
、育
成
す

る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。特
に
重
要
な
こ

と
は
、コ
ネ
ク
シ
ョニ
ス
ト
の
育
成
で
す
。コ
ネ
ク

シ
ョニ
ス
ト
は
、Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
専
門

知
識
を
有
す
る
だ
け
で
な
く
、共
感
力
を
持

近
年
、自
動
車
産
業
界
で
Ｄ
Ｘ
が
よ
く
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。Ｄ
Ｘ
＝
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョン
、そ
の
意
味
は
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
生
か
し
た
仕
事
の
革
新
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。革
新
で
す
か
ら
、単
に
現
在
の
仕
事
を
デ

ジ
タ
ル
業
務
に
置
き
換
え
る
改
善
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ト
を
視
点
に
、仕
事
を

源
流
か
ら
見
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
か
と
言
い
ま
す
と
、現
在
、自
動
車
産
業
で

は
内
燃
機
関
か
ら
Ｅ
Ｖ
化
へ
の
変
化
、そ
し
て
、

”Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ・Ｍａａ
Ｓ
“と
言
わ
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
産
業
構
造
が

変
わ
り
つつ
あ
る
か
ら
で
す
。こ
の
新
し
い
産
業

構
造
で
は
、従
来
か
ら
の
企
業
の
継
続
で
は
な

く
、革
新
技
術
を
持
つ
異
業
種
が
参
入
し
て
き

て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、競
争
相
手
は
日
本
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。世
界
と
の
技
術
競
争
で

”ス
ピ
ー
ド
と
品
質
“が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
育
成

コネクショニストの育成

１
９
７
０
年
、静
岡
県
立
静
岡
高
等
学
校
卒
業
、１
９
７
６

年
、同
志
社
大
学
卒
業
。日
産
自
動
車
㈱・ジ
ヤ
ト
コ
㈱
に

て
動
力
伝
達
機
構
の
研
究
開
発
部
門
に
従
事
。ま
た
、公
益

社
団
法
人
自
動
車
技
術
会
の
フ
ェ
ロ
ー
職
と
し
て
産
学
官

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
幹
事
、動
力
伝
達
系
部
門
委
員

会
委
員
長
を
歴
任
。現
在
、同
志
社
大
学
理
工
学
部
機
械

シ
ス
テ
ム
工
学
科
博
士
研
究
員
／
博
士（
工
学
）

同
志
社
大
学
理
工
学
部

先
端
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
員
／
博
士（
工
学
）

公
益
社
団
法
人
自
動
車
技
術
会

フ
ェ
ロ
ー

あ
お
や
ま 

 

あ
き
ひ
ろ

青
山
明
宏
氏

自
動
車
部
品
産
業
の

Ｄ
Ｘ
推
進
状
況

は
じ
め
に

ち
、経
営
者
と
Ａ
Ｉ
、労
働
者
と
Ａ
Ｉ
、そ
し
て
、

経
営
者
と
労
働
者
の
橋
渡
し
を
す
る
役
割
を

担
い
ま
す
。技
術
の
進
歩
に
よ
り
、こ
れ
ま
で

あ
っ
た
様
々
な
障
壁
が
消
え
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。障
が
い
者
のハン
デ
ィ
キ
ャッ
プ
が
解
消

さ
れ
、健
常
者
と
の
差
が
な
く
な
り
、同
じ
労

働
者
と
し
て
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

言
語
障
壁
が
な
く
な
り
、ス
キ
ル
の
あ
る
人
材

を
世
界
中
か
ら
集
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

こ
の
時
、文
化
的
な
差
異
や
思
想
的
な
差
異
、

あ
る
い
は
労
働
に
よって
生
じ
る
差
別
を
Ａ
Ｉ
で

は
簡
単
に
埋
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。Ａ
Ｉ
は

あ
く
ま
で
ツ
ー
ル
で
あ
り
、無
機
的
な
命
令
を

最
適
解
と
し
て
導
く
だ
け
で
す
。こ
の
命
令
を

有
機
的
な
血
の
通
う
提
案
に
変
換
す
る
こ
と
は

人
に
し
か
で
き
な
い
作
業
で
あ
り
ま
す
。Ａ
Ｉ
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
進
歩
は
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
誰
で
も
、ど
ん
な
時
で
も
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

教
育
機
会
を
多
く
の
人
に
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。Ａ
Ｉ
を
理
解
し
、人
と
の
共
生
を

目
指
す
社
会
が
、血
生
臭
い
戦
争
か
ら
豊
か
な

実
り
と
経
済
を
醸
成
す
る
平
和
へ
、我
々
人
間

の
叡
智
を
導
い
て
く
れ

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

コネクショニスト
人と仕事を
繋ぐ

共感力
コミュニケーション

力

専門の
知識・技能

ICTに
関する知識

AIに関する知識

熟練技能は
いずれAIが
カバー

語学力はいずれ
機械翻訳がカバー

多分野での
豊富な経験

プログラミングは
いずれAIが
カバー

Ａ
Ｉ
に
お
け
る
経
営
と
は
、天
才
的
な
閃
き
で

は
な
く
、膨
大
な
成
否
体
験
の
蓄
積
と
そ
の
最

適
解
探
索
で
す
。企
業
経
営
に
Ａ
Ｉ
に
よ
る
経

営
戦
略
が
１
０
０
％
導
入
さ
れ
れ
ば
、社
会
全

体
と
し
て
最
大
の
利
益
を
求
め
る
最
適
解
を

得
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
。反
面
、Ａ
Ｉ

に
よ
る
経
営
戦
略
を
導
入
す
る
企
業
と
そ
う
で

は
な
い
企
業
が
混
在
す
る
社
会
に
な
れ
ば
、Ａ
Ｉ

は
導
入
し
て
い
な
い
企
業
か
ら
多
大
な
利
益
を

奪
い
取
る
よ
う
な
戦
略
を
導
く
で
し
ょ
う
。

Ａ
Ｉ
と
い
う
ツ
ー
ル
は
広
く
普
及
す
る
こ
と
に

こ
そ
恩
恵
が
あ
り
、混
在
し
た
状
況
は
経
済
の

不
均
衡
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
高
い
で
す
。
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設計データリンクによる車両モデルシミュレーションプロセス

製造業部会特集製造業部会特集

新たな付加価値創出と社会課題の解決を目指す産業の在り方

　

車
両
の
開
発
で
は
、Ｍ
Ｂ
Ｄ（
モ
デ
ル・ベ
ー
ス

ド・デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）と
呼
ば
れ
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョン
モ
デ
ル
に
よ
る
開
発
や
モ
ノ
づ
く
り

が
進
ん
で
い
ま
す
。車
両
は
技
術
開
発
の
階
層

が
深
い
と
言
わ
れ
、こ
の
階
層
ご
と
に
担
当
す

る
企
業
が
Ｔ
ｉｒｅ
１
〜
Ｎ
。そ
し
て
、基
礎
研

究
を
進
め
る
大
学
に
ま
で
デ
ー
タ
リ
ン
ク
し
、

開
発
に
加
わ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。例
え

ば
、エ
ン
ジ
ン
が
変
更
さ
れ
る
と
取
り
付
け
る

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョン
も
変
わ
り
ま
す
。そ
の
変

更
を
デ
ー
タ
リ
ン
ク
す
る
こ
と
で
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ

シ
ョン
の
内
蔵
部
品
も
変
わ
り
、そ
れ
が
Ｔ
ｉｒ

ｅ
１
の
み
で
な
く
Ｔ
ｉｒｅ
１
以
下
に
も
同
時
に

変
更
デ
ー
タ
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。こ
の
活
動
は
、開
発
分
野
の
み
な
ら
ず
製

経
済
産
業
省
で
は
、自

動
車
産
業
を
モ
デ
ル
と
し

て
親
企
業
と
自
企
業
お
よ

び
サ
プ
ラ
イ
ヤ
企
業
と
の
設

計
開
発
を
Ｍ
Ｂ
Ｄ
で
繋
ぐ

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。こ
の
活
動
は
、

わ
が
国
の
デ
ジ
タ
ル
戦
略
”Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ

Ｅ
２
．０
“と
呼
ば
れ
、現
在
で
は
車
両・内
燃
機

関・駆
動
装
置・蓄
電
池・モ
ー
タ
ー
の
各
技
術

分
野
へ
の
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
の
モ
デ
ル
化
、す
な

わ
ち
”モ
デ
ル
化
流
通
“の
広
が
り
を
見
せ
て
い

ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
設
計
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化

造
技
術
と
同
期
し
た
活
動
、

言
わ
ば
コ
ン
カ
レ
ン
ト
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
を
デ
ジ
タ
ル
で

成
立
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

設
計
で
は
、図
面
や
仕
様

の
デ
ー
タ
を
人
を
介
さ
ず
に

階
層
を
繋
げ
て
い
る
た
め
、

作
図
や
設
計
変
更
が
迅
速

に
行
え
、こ
れ
と
同
期
し
て

製
造
検
討
も
で
き
る
の
で

す
。ま
た
、サ
プ
ラ
イ
ヤ
が

地
球
の
裏
側
に
所
在
す
る

ケ
ー
ス
で
は
、半
分
の
納
期

（
こ
ち
ら
が
夜
間
の
時
、先

方
は
仕
事
が
可
能
）で
完
了

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

自
動
車
業
界
の
Ｍ
Ｂ
Ｄ
導
入

デ
ジ
タ
ル
リ
ン
ク
の
効
果
創
出

わ
が
国
の
Ｍ
Ｂ
Ｄ

モ
デ
ル
普
及
活
動

こ
の
活
動
は
開

す
。こ

による車両モデルシシミュレーションプロセスシミュレーションプロセス

車両メーカー

サプライヤ

コンカレント
エンジニアリング

モデルによる
シミュレーション

車両性能検証

要素システム設計

個別要素部品設計

パワートレイン設計
要求モデル→性能展開

車両設計
（燃費・運転性・NVH）

市場要求
（顧客・環境条件）

クラウドデータ

各種計測

原理研究

経済産業省：車両開発のＭＢＤ普及モデル“SURIAWASE.2.0”スタート概念図

MBD：モデルを活用することの利便性と目指すべき姿
インターフェイスが統一された“ガイドライン準拠モデル”を活用することで、OEM、
サプライヤでそれぞれ“うれしさ”を享受でき、モデルの流通（MBD）が加速する。

ガイドライン準拠モデル
（燃費、電費）

社内活用（サプライヤ）

社内活用（OEM）

サプライヤ→OEM

自社検討前に車両での
効果がある程度分かる。

【1】

サプライヤ独自で
車両レベルの評価が可能。

【1】

サプライヤでの自社部品
開発へのF/Bが可能。

【1’】

OEM車両モデル
（各社独自性あり）

①社内活用の促進（特にサプライヤ）、②社社間の活用（OEM-サプライヤ間）、③教育への活用

社社間活用

【

サプライヤ部品モデル
（各社独自性あり、車両全体モデル有無はそれぞれ。）

期待されるメリット

OEM各社個別 I/Fに
合わせる作業が省ける。

【2】

自社車両モデルとサプライヤ部品モデル
がすぐつながる（I/Fが一致or相違点が明確）

【2】

は
、製
品
か
ら
要
素
部
品
や
基
礎
研
究
ま
で
リ

ン
ク
す
る
こ
と
で
す
が
、そ
こ
に
は
目
的
の
明
確

化
と
と
も
に
効
果
の
確
認
が
必
要
で
す
。シ
ス

テ
ム
の
導
入
が
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。仕
事

の
仕
組
み
や
仕
掛
け
の
可
視
化
に
よ
り
、使
用

者
の
理
解
と
使
い
こ
な
し
で
シ
ス
テ
ム
の
狭
間
の

人
間
作
業
を
極
小
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
本
来
の
”ス
ピ
ー
ド
と
品
質
“の
確
保
に
よ

る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
期
待
で
き
ま
す
。
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すぐれた技術で新分野を開拓
精製糖・液糖・イヌリン・切花栄養剤・食品添加物

本　　社　　東京都中央区日本橋兜町6番7号 兜町第7平和ビル7階
清水工場　　静岡県静岡市清水区清開1-4-10
ホームページアドレス https://www.fnsugar.co.jp

清水エル・エヌ・ジー

〒424-0037  静岡市清水区袖師町1900
TEL 054-367-3511  FAX 054-367-3521

清水エル・エヌ・ジー株式会社

静岡商工会議所ビジネススクールのご案内

２講座以上同時にお申込みの場合、受講料が10％割引になります！

会場：静岡商工会議所会館 4階会議室
受講料：会員13,200円、一般16,500円（教材費・消費税込）

（定員になり次第締め切らせていただきます）定員：⑯40名 ⑰50名

静岡商工会議所 総務部 総務企画課　〒�������� 静岡市葵区黒金町����
	
���������������� (直通)　����������������
��������������������� !�����" #$�

11/8（火）10：00～17：00

ビジネスに必須！ 理論的思考力を向上させる！

⑯ロジカルシンキング研修
〈受講対象〉リーダー、中堅社員、若手社員

11/15（火）10：00～17：00

経営・業務に役立つ社会人の必須知識！

⑰基礎からわかる決算書類分析講座
〈受講対象〉経営者、管理者、経理担当者
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弥生各種ソフトの導入は経験豊富な当事務所にお任せください
令和5年10月より“インボイス制度”（適格請求書等保存方式）が始まるにあたり、
令和3年10月より登録申請が開始されました。
少しずつですが、新しい制度に向けて動き出しています。
販売管理ソフトの対応準備は大丈夫でしょうか？
税理士法人ならではの視点で、お客様の日々の業務改善をお手伝いします。

毎月ご訪問による税務監査、税務申告決算業務
弥生会計・販売・給与を活用した経理システム構築サポート

事業承継・経営改善サポート業務
投資や採用計画に基づいた経営計画作成、資金繰り表作成
など経営に関する全般をサポートいたします。

※受講される方に、ご来所前の検温とマスク着用をお願いしております。ご協力の程、よろしくお願いいたします。

【無料体験教室 開催中 !】

弥生会計 2022年10月5日（水）13：30～15：00
弥生販売 2022年10月5日（水）15：15～16：45

当事務所では、現在、新型コロナウィルス感染症に対して、細心の注意を払った上で、無料体験セミナーを実施しています。

※少数でのセミナー開催ですが、個別対応を
ご希望される方は対応させていただきます
ので、当事務所までお問い合わせください。

（主な感染症対策）
入り口にアルコール消毒液の設置・受講時のスペース確保・講師のマスク着用・窓を開けるなどの換気・使用PCなどのアルコール除菌

各定員4名

その他
当事務所
サービス

〒421-1213  静岡市葵区山崎2-35-33  

らいちょう税理士法人 検 索

パソコンの選定から基本設定・設置まで
弥生各種ソフト導入一式サポートします

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

10月19日㈬
TEL 054-353-3402

商工会議所 清水事務所

10月25日㈫
TEL 054-253-5113

商工会議所 静岡事務所

14：00～

13：30～
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鉛筆１本から乗用車まで
ラッピングいたします

パッケージプラザ イトウ［㈲伊藤セロファン］
〒424-0826 静岡市清水区万世町2-3-32
TEL 054-351-3273　FAX 054-351-2301
http://plaza3.dws.ne.jp/~toco-54001a/

贈り物がキレイに包装されていると気持ちも明るくなりま
すよね。大切な贈り物、心を込め
てラッピングさせていただきます。
ワンランク上のラッピングを体験し
てみませんか？１点からお持ち込み
にて承ります。

全国公募展３回連続入選経験のあるガラス作家です。
ステンドグラス教
室の開催、素材
販売、手造りでオ
ンリーワンのス
テンドグラス作品
やガラスアクセ
サリーの販売を
しております。

オリジナルガラス工芸作品の
創作販売

鈴木ステンドグラス
〒420-0882 静岡市葵区安東3-10-38
TEL&FAX 054-247-2868
http://www.suzuki-stainedglass.com

オープン記念価格1泊朝食付き 1室2名様 11,000円（税込）～
会場は興津国際流通センター
（清水区興津清見寺町1375-16）

「静岡の贅沢時間に住む」
新客室ＯＰＥＮ！

中島屋グランドホテル
〒420-0852 静岡市葵区紺屋町3-10
TEL 054-253-1151　FAX 054-251-4500
https://www.sn-hotels.com/sgh/

44平米の広々としたお部屋でワーケーションや長期滞在にも
最適。バス・トイレ別、ミニシンクや電子レンジを備えています。

駿河竹千筋細工を
はじめとした伝統工
芸品を設えた空間
で、静岡の魅力を再
発見してみてはい
かがですか？10月
末まで特別料金！

10月16日(日)に「第22回清水
港興津フェア」を開催します。
興津銘菓や甲州の地酒、佐久
りんご、地元グルメ、吉田う
どんやキッチンカーも出店。
吹奏楽演奏やフラワーオー
クションも楽しみです。往年
の名車・懐かしい車も大集合！

第22回
清水港興津フェア

清水港興津フェア実行委員会［清水港振興㈱内］
〒424-0206 静岡市清水区興津清見寺町1375-16
TEL 054-369-6666　FAX 054-369-5300
https://www.okitsufair.jp/

会 議 所 T O P I C S

当会議所は７月25日、福島県会津若松市の老舗割烹「萬花楼」にて会津若松商工会議所（渋川恵男会頭）と経済･教育分野における交流

拡大のための協定調印式を行いました。これは、2015年の徳川家康公顕彰四百年記念事業を契機に連携事業を進めてきた徳川ゆかりの

両会議所が、来年１月の大河ドラマ「どうする家康」の放送や「静岡市歴史博物館」のグランドオープンを前に、より一層の相互連携によ

り地域の活性化を図ろうとするものです。今後、観光資源や

特産品等の相互ＰＲ事業や、両地域の小学生が歴史について

理解を深めるための相互派遣やオンライン交流など、各種事業

に取り組んでまいります。

会津若松商工会議所と経済・教育分野における交流拡大のための協定を締結

両会議所の正副会頭・女性会長らが出席した調印式 （前列右から３人目が渋川会頭）

漆塗りの調印書（両端）と
両会頭が署名した
調印書（中央）

まん げ ろう とも お
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静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
方
々
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

※インタビュアーの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

「薬・医・工」連携の
国際学会を

（
文・写
真
：
長
田
義
明
）

エーザイ株式会社
プロダクトクオリティ本部
シニアマネージャー

今井 昭生さん

神戸市生まれ。２歳から高校まで静岡市で過ごす。静岡市立高校卒業後、群馬
大学工学部高分子化学科に進学。大学卒業後、1985年、エーザイ株式会社に
入社。同社の原薬生産事業所（茨城県神栖市）に配属。プロセス化学者として
アルツハイマー型認知症治療薬アリセプトの原薬となるドネぺジル塩酸塩の
製造法を研究。大量生産できる製造法を開発した。12年から現職。60歳。
アリセプト原薬の製法特許10件のうち、今井さんが筆頭発明者の特許は６件に
上る。21年に東京理科大学のレギュラトリーサイエンス研修講座で講演する
など、講演、論文多数。（一社）日本ＰＤＡ製薬学会理事

PROFILE

ア
リ
セ
プ
ト
の
製
法
発
明
者

　

超
高
齢
化
社
会
に
入
り
、
内
閣
府

の
推
計
で
は
認
知
症
患
者
数
の
割
合

は
３
年
後
に
は
65
歳
以
上
の
約
５
人
に

１
人
に
な
る
と
さ
れ
る
。
今
井
さ
ん
は

認
知
症
患
者
の
中
で
最
も
多
い
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
治
療
薬
ア
リ
セ

プ
ト
原
薬
の
製
造
法
の
発
明
者
と
し
て

知
ら
れ
る
。

大
手
製
薬
メ
ー
カ
ー
の
エ
ー
ザ
イ
に

入
社
後
、
原
薬
工
場
と
研
究
所
が
あ
る

同
社
の
主
力
事
業
所（
現･

鹿
島
事
業

所
、
茨
城
県
神
栖
市
）に
配
属
さ
れ
た
。

プ
ロ
セ
ス
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
研
究
所
で
の

研
究
員（
プ
ロ
セ
ス
化
学
者
）時
代
を

含
め
て
27
年
間
勤
務
。
１
９
８
７
年
〜

２
０
０
２
年
に
か
け
て
ア
リ
セ
プ
ト
の

工
業
的
製
造
法
を
開
発
、
確
立
し
た
。

「
薬
と
い
う
の
は
、
実
験
室
で
つ
く
れ

て
も
工
場
で
つ
く
れ
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
ん
で
す
ね
。
大
量
ス
ケ
ー
ル
で
安

定
的
に
供
給
で
き
る
製
造
法
を
開
発

す
る
の
が
プ
ロ
セ
ス
化
学
者
の
役
割
な

ん
で
す
」。

　

ア
リ
セ
プ
ト
は
米
国
で
１
９
９
７
年

に
発
売
さ
れ
、
日
本
で
は
99
年
か
ら

登
場
。
エ
ー
ザ
イ
を
代
表
す
る
医
薬

品
に
成
長
し
た
。「
製
造
中
に
発
生
す
る

副
生
成
物
の
制
御
や
、
社
と
し
て
初
の

欧
米
申
請
製
品
だ
っ
た
こ
と
な
ど
も

あ
り
、
様
々
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
」

と
打
ち
明
け
る
。

日
本
＝
富
士
山

　
「
静
岡
の
強
み
を
生
か
そ
う
と
し
た

ら
富
士
山
だ
と
思
い
ま
す
」と
話
す
。

「
富
士
山
は
わ
れ
わ
れ
静
岡
育
ち
の
人

間
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
過
ぎ
る
の
で

す
が
、海
外
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は„
憧

れ
の
存
在
“な
ん
で
す
ね
」。

具
体
的
に
は
、静
岡
市
の
富
士
山
が一

望
で
き
る
よ
う
な
場
所
で
県
立
大
薬
学

部
、浜
松
医
科
大
医
学
部
、静
岡
大
工

学
部
に
よ
る
薬・医・工
連
携
の
、例
え
ば

国
際
学
会
の
開
催
を
提
案
す
る
。「
医・

工
連
携
は
珍
し
く
な
い
が
、薬
学
部
を

加
え
た
薬・医・工
連
携
は
あ
ま
り
聞
か

な
い
。そ
れ
に
富
士
山
の
雄
姿
が
生
で

見
ら
れ
る
と
な
れ
ば
海
外
の
研
究
者
ら

は
飛
び
上
がって
喜
ぶ
で
し
ょ
う
」。

今
井
さ
ん
は
言
う
。「
弊
社
の
原
薬

の
製
造
委
託
工
場
が
あ
る
、ベ
ネ
チ
ア

（
イ
タ
リ
ア
）か
ら
北
へ
１
０
０
キ
ロ
ほ
ど

の
田
舎
ま
ち
を
出
張
で
訪
れ
た
際
、そ

こ
の
旅
行
代
理
店
の
観
光
パ
ン
フ
レッ
ト

に
富
士
山
と
桜
の
写
真
が
で
か
で
か
と

載
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。ス
カ

イ
ツ
リ
ー
や
東
京
タ
ワ
ー
で
も
な
い
ん

で
す
。日
本
＝
富
士
山
な
ん
で
す
ね
」。

Akio Imai

12
年
に
現
在
の
職
場
に
赴
任
。医
薬

品
の
品
質
保
証
業
務
を
担
当
す
る
。

イ
ン
ド
な
ど
海
外
の
委
託
工
場
の
品
質

監
査
も
務
め
る
。
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写
真
の
料
理
は
ヌ
ー
ド
ル
が
選
べ
る
Ａ
コ
ー
ス
。

ア
イ
ス
テ
ィ
ー
、サ
ラ
ダ
や
オ
ム
レ
ツ
、バ
ゲ
ッ
ト

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
前
菜
、選
べ
る
ヌ
ー
ド

ル
、デ
ザ
ー
ト
、コ
ー
ヒ
ー
が
付
き
ま
す
。選
べ
る

ヌ
ー
ド
ル
の
一
番
人
気
は「
ト
リ
ュフ
と
チ
ー
ズ

が
香
る
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
ヌ
ー
ド
ル
」で
す
。

ト
リ
ュフ
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
が
香
り
、全
粒
粉

の
も
ち
も
ち
と
し
た
平
打
ち
麺
が
煮
干
し
を

ベ
ー
ス
に
生
ク
リ
ー
ム
、粉
チ
ー
ズ
、卵
黄
を

使
っ
た
ス
ー
プ
と
よ
く
合
い
ま
す
。濃
厚
そ
う
に

見
え
ま
す
が
、さ
ら
っ
と
軽
め
で
最
後
の
ひ
と

口
ま
で
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。食
後
は
デ

ザ
ー
ト
と
コ
ー
ヒ
ー
で
大
満
足
の
コ
ー
ス
で
す
。

季
節
限
定
の
ヌ
ー
ド
ル
も
人
気
で
す
。

朝
７
時
か
ら
は
ヌ
ー
ド
ル一
杯
ワ
ン
コ
イ
ン

５
０
０
円
の「
朝
ヌ
ー
」も
提
供
中
。朝
も

昼
も
大
満
足
の
ヌ
ー
ド
ル
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

Aコース　1,480円（左：オリジナルアイスティー、
中央：トリュフとチーズが香るカルボナーラヌードル、中央上：前菜盛り合わせ、右上：ミニパフェ）

海
の
見
え
る
お
店
で
楽
し
む
個
性
派
ヌ
ー
ド
ル

Aコース1,480円（オリジナルアイスティー、前
菜盛り合わせ、ヌードル、ミニパフェ）、Bコース 1,280円（オ
リジナルアイスティー、ヌードル、2品（サラダ、洋風炊き込み
ご飯、ガーリックトースト、ミニパフェから選択）、コーヒー）、C
コース 1,5８0円（オリジナルアイスティー、前菜盛り合わせ、
ヌードル、洋風炊き込みご飯、ミニパフェ）
※全コースにセルフコーヒーが付きます
単品 テラコスタ★ヌードル 醤油、塩、トマト 950円、ベー
コンとフレッシュバジルのジェノベーゼヌードル 1,000円、ト
リュフとチーズが香るカルボナーラヌードル 1,000円、ほか

メニュー

朝／7：00～10：00（L.O.9：30）
昼／11：00～15：30（L.O.14：30）
定休日／火曜日

営業時間

施設 カウンター／8席、テーブル席／4名×5卓、
テラス席/2名×2卓　共有駐車場あり

所在地 〒421-0122 
静岡市駿河区用宗4-19-12 ハットパーク用宗2F
TEL 054-269-4526

臼井 朗氏
店長

ヌードル専門店

ヌードルキッチン テラコスタ

『
ヌ
ー
ド
ル
キッチ
ン
テ
ラ
コス
タ
』

は
Ｊ
Ｒ
用
宗
駅
か
ら
徒
歩
７
分
、

海
沿
い
の
ハッ
ト
パ
ー
ク
用
宗
２
階

に
あ
り
ま
す
。駿
河
区
高
松
の

国
道
１
５
０
号
線
沿
い
に
あ
る

イ
タ
リ
ア
ン
の
名
店「
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ

Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
」が
手
が
け
、２
０
２
１

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ラ
ー
メ
ン
と
イ
タ
リ
ア
ン
を
掛

け
合
わ
せ
た
個
性
的
な
ヌ
ー
ド

ル
専
門
店
で
す
。カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
や
ジ
ェ
ノ

ベ
ー
ゼ
な
ど
、ま
る
で
パ
ス
タ
の
よ
う
な

ヌ
ー
ド
ル
や
定
番
の
醤
油
・
塩
な
ど
他
に
も

た
く
さ
ん
。珍
し
く
コ
ー
ス
が
あ
る
の
も

特
徴
で
、「
ヌ
ー
ド
ル
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
い
う
店
長
の
臼
井
朗
さ
ん
の
お
も
て
な
し

の
心
が
伺
え
ま
す
。
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用宗公園用宗公園 用宗
みなと温泉
用宗
みなと温泉

用
宗
漁
港至名

古屋
至名
古屋

東海
本線

東海
本線

う
す

い

あ
き
ら

Sing 2022 OCTOBER15



Sing 2022 OCTOBER 16

平野 明夫（ひらの・あきお）氏

徳川みらい学会 第３回講演会
桶狭間の戦い後の家康と信長

異業種企業交流会 代表幹事
山村社会保険労務士事務所
代表

山村 直樹（やまむら・なおき）氏

異業種交流で
企業経営の進むべき道筋を
一緒に考えましょう！

解説：ナガイシンクタンク 代表
現場改善支援事業専門アドバイザー

長井 誠 （ながい・まこと）氏

製造現場改善
５Ｓ活動のポイント
社員自らの現場改善習慣づけ

当会議所青年部（愛称：静岡ＹＥＧ）のメンバーが企業
経営や静岡のまちづくり、青年部への想いなどについて、
率直に語っていただきます。

執筆：㈱Ｃｒｏｍ　
代表取締役

杉本 貴顕（すぎもと・たかあき）氏

地域・社会・会社・人と交わり、
より良い環境づくり

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2022-mcm

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2022-cci-usage

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2022-s-future

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2022-s-history

今月のコラム
従来からの連載記事に加え、新たに日本商工会議所が提供する各界第一人者によるコラムを
掲載することといたしました。各ＱＲコードからご希望のコラムを読むことができます。

駿府静岡の歴史
徳川みらい学会、全国家康公ネットワーク、駿府城を愛す
る会、聖一国師顕彰会などが開催する、徳川時代の知恵
や静岡で育まれた貴重な歴史文化に焦点を当てる講演
会・シンポジウム等の要旨を掲載します。

わたしの商工会議所活用法

誌上経営相談 静岡の未来

潮流を読む ＩＴを事例からひも解く

職場のかんたんメンタルヘルス トレンド通信

当会議所では、様々な事業を行っております。これらを上手
に活用されている会員の皆様から、会議所活用法を紹介
していただきます。

経営に関する様々な困りごと・お悩みごとに各分野の専門
家がＱ＆Ａ形式で分かりやすく解説いたします。

当会議所青年部（愛称：静岡ＹＥＧ）のメンバーが企業
経営や静岡のまちづくり、青年部への想いなどについて、
率直に語っていただきます。

㈱大和総研 金融調査部 主席研究員

内野 逸勢（うちの はやなり）氏

複層化する世界経済の
減速要因に対応するために

ＩＴ経営マガジン「ＣＯＭＰＡＳＳ」編集長

石原 由美子（いしはら ゆみこ）氏

『辞めます……』と言われる前に、
会社ができること

日本メンタルアップ支援機構 代表理事

大野 萌子（おおの もえこ）氏

断り上手になって
ストレスをためない

日経ＢＰ総合研究所 上席研究員

渡辺 和博（わたなべ かずひろ）氏

一つのジャンルを
コンプリートする
という“尖り方”

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2022-itcasestudyhttps://www.shizuoka-cci.or.jp/2022-tide

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2022-trendhttps://www.shizuoka-cci.or.jp/2022-mentalhealth

講師：國學院大學兼任講師
駒澤大学非常勤講師
博士（歴史学）
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